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歯石 DNAから読み解く、過去の日本人と口腔内微生物の関わり 

～ 江戸時代のお歯黒痕跡と歯周病関連古細菌の系統分布に着目 ～ 

 

 

東邦大学、東京大学、農業・食品産業技術総合研究機構、国際医療福祉大学、聖マリア

ンナ医科大学、九州大学、国立科学博物館、日本大学、土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージア

ム、新潟医療福祉大学、鎌倉女子大学、沖縄県立埋蔵文化財センター、新潟大学、東京科

学大学の研究グループは、江戸時代を中心とする日本列島の古人骨の歯石から微生物 DNA

を解析し、過去の口腔内マイクロバイオーム（注 1）の特徴を明らかにしました。その結果、

古人骨由来の歯石に含まれる口腔内微生物の構成は現代歯石とは異なり、地域差や時代に

よる一部の細菌系統の違いがあることを確認しました。さらに、歯周病関連古細菌 

Methanobrevibacter oralis（以下、M. oralis）（注 2）の系統解析では、過去の研究でお歯

黒痕跡が報告されていた女性個体に由来するM. oralisが、いずれも同一クレードに含まれ

ることが示されました。 

本成果は、歯石に残されたごく微量な DNAが、過去の人々の食生活、地域性、文化習慣、

さらには日本列島における人と微生物の関わりを検討するための新たな手がかりとなるこ

とを示すものです。 

この研究成果は 2026年 6月 8日に雑誌「Scientific Reports」に発表されます。 
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◆ 発表のポイント 

● 歯石 DNAから過去の日本列島人の口腔内マイクロバイオームを復元し、江戸時代を    

中心とする古人骨の歯石を解析することで、過去の口腔内微生物の特徴を明らかにし

ました。 

 ● 古人骨由来歯石と現代歯石で異なる口腔内微生物の特徴を確認しました。古人骨由来

の歯石では現代歯石とは異なる微生物構成が見られ、地域差や時代による細菌系統の

違いを確認しました。 

 ● お歯黒痕跡と歯周病関連古細菌の系統に着目しました。歯周病関連古細菌 M. oralis 

は、遺伝的にクレード A とクレード B の 2 つに大きく分かれ、お歯黒痕跡が報告さ

れていた女性個体から検出された M. oralis はいずれもクレード B に分類されるこ

とがわかりました。 

 

 

 

 



 

◆ 発表概要 

東邦大学医学部法医学講座の水野文月准教授、東京大学大学院理学系研究科の栗山佑基

大学院生、植田信太郎名誉教授、大橋順教授らの研究グループは、江戸時代を中心とする

日本列島古人骨の歯石に残された DNAを解析し、過去の口腔内マイクロバイオームの特徴

を明らかにしました。古人骨の歯石には、当時の口腔内微生物をはじめとするさまざまな

DNAが残されており、過去の生活や健康状態を知る手がかりとなります。本研究では、古

人骨由来歯石と現代歯石に含まれる口腔内微生物の違い、地域差、縄文時代と江戸時代の

間にみられる一部の細菌系統の違いを確認しました。さらに、歯周病関連古細菌M. oralis

の系統解析により、お歯黒痕跡が報告されていた女性個体に由来するM. oralisは、いずれ

も同一クレードに含まれることが示されました。本成果は、歯石中の微生物 DNAが、過去

の人々の食生活、地域性、文化習慣、人と微生物の関係の歴史を検討する新たな手がかり

となることを示すものです。 

 

◆ 発表内容 

ヒトの体には、口腔、腸、皮膚などに多様な微生物が共生しており、その集まりはマイ

クロバイオームと呼ばれています。マイクロバイオームは、食生活、衛生環境、生活様式、

薬剤使用などの影響を受けて変化し、健康状態とも関わることが知られています。特に口

腔内の微生物は、虫歯や歯周病などの口腔疾患と関係するだけでなく、生活環境や食文化

を反映する可能性があります。しかし、日本列島の過去の集団において、口腔内マイクロ

バイオームが時代や地域、文化習慣によってどのように変化してきたのかは、十分に明ら

かになっていませんでした。 

近年、古人骨の歯に付着した歯石から、過去の口腔内微生物を調べる研究が進んでいま

す。歯石は、歯垢が石灰化して硬くなったもので、当時の口腔内微生物をはじめとするさ

まざまな DNAが残されている場合があります。歯石中の DNAは、過去の生活や健康状態

を知るための有用な情報源となります。 

本研究では、東京都、埼玉県、山梨県、福岡県、沖縄県に所在する遺跡・墓地などから

出土した、主に近世の古人骨由来歯石試料に加え、新潟県の現代歯石試料を新たに解析し

ました。さらに、先行研究で報告された縄文時代および江戸時代の歯石データも加え、古

人骨由来歯石および現代歯石中の微生物の構成、機能、系統関係を比較しました。古人骨

由来の歯石試料では土壌由来の微生物による汚染が問題となるため、既知の口腔内微生物

データベースを用いて、口腔由来と考えられる微生物に絞って解析しました。 

解析の結果、古代歯石に含まれる口腔内マイクロバイオームは、現代歯石とは異なる構

成を示しました（図 1）。特に、歯周病との関連が知られる古細菌M. oralisは、古代歯石で

多く検出されました。また、本州・九州地域と沖縄地域の間で微生物構成に違いが見られ、

地域ごとの生活環境や食習慣が口腔内微生物の構成に関わっていた可能性が示されました。 

一方で、縄文時代と江戸時代を中心とする近世の試料を比較したところ、複数の細菌で



 

時代ごとに異なる系統が確認されました。これは、日本列島における人の移動、農耕の導

入、食生活の変化などが、ヒトだけでなく、ヒトとともに生きてきた微生物の多様性にも

関わっていた可能性を示しています。 

加えて、歯周病関連古細菌 M. oralis の系統分布に着目し、近世、特に江戸時代に広く

見られた文化習慣である「お歯黒」との関係を調べました。解析の結果、古代歯石に由来

する M. oralis は大きくクレード A とクレード B の 2 つの系統に分かれました。さらに、

過去の研究でお歯黒の痕跡が報告されていた女性個体に由来するM. oralisは、いずれもク

レード Bに含まれていました（図 2）。この結果は、お歯黒という文化習慣と口腔内微生物

の系統分布との関係を検討する手がかりとなります。 

また、M. oralis の遺伝子を比較したところ、鉄利用に関わる代謝関連遺伝子に系統特異

的な変異が見出されました。お歯黒では鉄を含む成分や植物由来成分が用いられていたこ

とから、こうした口腔内環境の違いが特定の微生物系統の分布に関わった可能性がありま

す。ただし、その因果関係を明らかにするには、今後、お歯黒痕跡の体系的な記録や歯石

中の化学成分分析を含む追加研究が必要です。 

本成果は、歯石に残された微生物 DNA が、過去の人々の健康状態だけでなく、食生活、

地域性、文化習慣、人と微生物の関係の歴史を検討するための新しい研究材料となること

を示しています。今後、より多くの時代・地域の試料解析や、歯石に残る化学成分、考古

学的情報との統合により、日本列島に暮らした人々の生活史や微生物との関係を、より詳

細に復元できると期待されます。 
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◆ 用語解説 

（注 1）口腔内マイクロバイオーム 

口の中に存在する細菌、古細菌、真菌、ウイルスなどの微生物の集まり、またはそれらの

遺伝情報全体を指します。食生活や衛生状態、生活環境、疾患などの影響を受けて変化し



 

ます。 

 

（注 2）Methanobrevibacter oralis（M. oralis） 

ヒトの口腔内に存在する古細菌の一種で、歯周病との関連が報告されています。本研究で

は、江戸時代を中心とする近世の歯石試料から多く検出されました。 

 

◆ 添付資料 

 

 

  

 

図 1．歯石 DNAから読み解く、過去の口腔内マイクロバイオーム 

新たに解析した歯石試料と先行研究データを用いて、古代および現代の口腔内微生物の構

成を比較した図。 

 



 

 

図 2．お歯黒痕跡と歯周病関連古細菌 M. oralis の系統 

過去の研究でお歯黒痕跡が報告されていた女性個体は、M. oralis のクレード Bに含まれて

いた。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


